
平面運動の速度・加速度
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第１章　平面内の運動

１

(1) 矢印で表すことができる、大きさと向きをもった量。

(2) 位置を表す（1）。

(3) 原点、x軸、y軸を定めたときに、位置ベクトルを表す成分。

(4) ある点からある点まで移動した時に、どれだけ移動したかを表す量。

(5) ある時間に進んだ距離（変位）を時間で割ったもの。

(6) （5）において、わる時間を限りなく小さくしていくときの極限の値。

(7) 異なる2つの速度を、ベクトルを用いて合成したときの速度。

(8) （7）を求めること。

(9) 1つの速度を2つの速度に分けて考えること。

(10) （9）で分けて考えた2つの速度。

(11) 動いている物体Aから見たときの、もう一方の動いているぶったいBの速度。

(12) 単位時間あたりの速度の変化。

(13) （12）の単位。

(14) 一直線上を一定の加速度で進む運動。
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落体の運動
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第１章　平面内の運動

２

(1) 物体が重力だけを受け、初速度0で鉛直に落下する運動。

(2) （1）の運動のときの加速度。

(3) 物体を鉛直方向に投げ上げたり、投げ下ろしたりすること。

(4) 物体をある高さから水平方向に投げ出す運動。

(5) 物体を斜めに投げ上げ、物体が放物線を描く運動。

(6) （4）や（5）のような運動。

(7) 加速度が一定の運動。

(8)
空気中を落下する物体が、最終的に抵抗と重力がつりあい一定になったときの速
度。
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剛体にはたらく力のつりあい
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第２章　剛体

１

(1) 力を加えても変形しない理想的な物体。

(2) 物体全体が向きを変えずに平行に移動する運動。

(3) 物体がある点周りを回る運動。

(4) 剛体を回転させようとする能力の大きさのことで、剛体に働く力の大きさと、あ
る点から力の作用点までの距離の積。

(5) （4）の単位。
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剛体にはたらく力の合力
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第２章　剛体

２

(1) 大きさは等しいが、平行で逆向きの力（F、ーF）が剛体に加わっている場合に、
その2つの力を一対のものだとする考え。

(2)
偶力（F、ーF）に関して力のモーメントを考えると、どの点周りのモーメントを
考えても力の大きさ（F）と、2つの力の作用線間の距離（l）の積になる。この
ときのFlを何というか。

(3) 各物体に重力が働くとき、物体に重力が働いていると考えるための代表的な点。

(4) 剛体に関して、剛体の釣り合いの条件を満たしているが、少しでも傾くとどちら
かに回転してしまう状態。
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運動量と力積
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第３章　運動量の保存

１

(1) 物体の運動の勢いを表す量の一つであり、「質量×速度」で表されるもの。

(2) （1）の単位。

(3) （1）を変化させる量のことであり、「加えた力×力を加え続けた時間」で表され
るもの。

(4) （3）の単位。
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運動量保存則
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第３章　運動量の保存

２

(1) 別々の運動をしている2つの物体AとBを、1つのまとまりだとみなすことを何と
いうか。

(2) （1）の考え方で、AとBが互いに及ぼしあう力。

(3) （1）の考え方で、A、B以外から働く力。

(4) 物体が（2）を及ぼしあうだけで（3）を受けていないとき、全体の運動量は変化
しない。このことを何というか。
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反発係数
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第３章　運動量の保存

３

(1)

物体が衝突する前の速度をv、衝突後の速度をv'とすると、衝突直前の速さはv、
直後の速さは-v'と表される。このときの衝突前後の速さの比をeとすると、 

が成り立つ。このときのeを何というか。

(2) e＝1の時の衝突。

(3)                  の時の衝突。

(4) e＝0の時の衝突。

(5) （2）の衝突では力学的エネルギーは（①）され、（3）の衝突では力学的エネル
ギーは（②）する。
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等速円運動
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第４章　円運動と万有引力

１

(1) 物体が円周上を一定の速さで回る運動。

(2) 円運動をする物体の単位時間あたりの回転角。

(3) 角度を表す単位。

(4) （2）の単位。

(5) （1）を行う物体が一回転する時間。

(6) 1秒あたりの回転の回数。

(7) （6）の単位。

(8) （1）の運動の加速度。

(9) （1）の運動をする物体が受ける、円の中心に向かう向きで一定の大きさの力。
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慣性力
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第４章　円運動と万有引力

２

(1)

電車内に質量mの小球を糸で吊るし、電車を一定の加速度aで走らせ場合を考え
る。このとき電車の外から小球の運動について考えると、小球は 

で運動していると考えることができる。このように慣性の法則が成り立つ座標系
を何というか。

(2) （1）と違い、小球の運動について電車の中から考えると、慣性の法則が成り立
たない。このような座標系を何というか。

(3) （2）の時に慣性の法則を成り立たせるために考える、実際にははたらいていな
いみかけの力のことを何というか。

(4) 円運動における（3）の力の呼び方。
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単振動
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第４章　円運動と万有引力

３

(1)
ばねにおもりをつけた時のような往復運動や、円運動を真横からみたときにばね
におもりをつけたときのような往復運動に見える。このような一直線上の振動を
何というか。

(2) （1）における、振動の中心から振動の端までの長さ。

(3) （1）における、1回の振動に要する時間。

(4) （1）における、1秒あたりの往復回数。

(5)
半径A［m］、角速度ω［rad/s］の等速円運動をしている物体Pを考える。この
ときPの運動を横から見たとき、Pの運動は（1）である。この時のPの（1）の運
動を表す式。

(6) （5）の式をxーt図に表した時の曲線。

(7) （5）の式のωの呼び方。

(8) （5）の式のωtの呼び方。

(9) 常に振動の中心を向き、（1）の運動を起こす力。

(10) 軽い糸に小球をつるし、鉛直面内で振動させたもの。

(11) （10）の運動は、振れ幅が小さい時には、周期は振幅とは無関係に、糸の長さと
重力加速度の大きさだけで決まる。このことを何というか。
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万有引力

�11

第４章　円運動と万有引力

４

(1) 全ての惑星は地球を中心に回転しているという考え。

(2) 地球も太陽を中心に円運動するという考え。

(3) 惑星が楕円運動をすることから導き出された法則。

(4) 2つの物体間にはたらく、常に両者の質量の積に比例し、距離の2乗に反比例する
引力。

(5) （4）における、物体によらない定数。

(6) ニュートンが考えた、物体を高い山から水平に発射し、地球の周りを回り続ける
運動を行う時の最小の初速度の大きさ。

(7) （6）の初速度より大きな初速度の時、ある初速度の大きさを超えると物体は宇
宙の無限遠方へ飛んでいく。この時の最小の初速度。

第１編　力と運動


